
 

 

三
陸
の
海
を
守
る
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
！ 

 
 

 
 

 

田
村
剛
一
会
長
挨
拶 

  

三
陸
沿
岸
は
豊
か
な
き
れ

い
な
海
で
す
。
こ
の
海
の
遙

か
北
方
の
下
北
半
島
の
付
け

根
に
放
射
能
を
出
す
工
場
が

造
ら
れ
、
三
陸
の
海
が
危
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
精
力
的
に
立
ち
上
が
っ

て
三
陸
を
き
れ
い
な
ま
ま
で

子
孫
に
残
す
こ
と
を
願
い
運

動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
八
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
、
沿
岸
部
の
全
市
町
村

を
回
り
、「
放
射
能
海
洋
放
出

規
制
法
（
仮
称
）」
を
早
急
に

制
定
し
、
放
射
能
か
ら
海
を

守
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
運
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
漁
業
者

や
消
費
者
の
共
通
の
願
い
で

あ
る
こ
の
運
動
は
各
市
町
村

議
会
で
賛
同
を
得
て
十
の
市

町
村
で
意
見
書
が
国
に
発
送

さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
海
に
、
空
に
放
射
能
を

排
出
せ
ず
、
放
射
能
除
去
装

置
を
付
け
よ
」
と
の
要
請
署

名
に
つ
い
て
も
「
岩
手
の
会
」

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
「
海
を
放
射
能
か
ら
守

れ
」
と
い
う
声
は
、
思
想
信

条
に
関
係
な
く
全
国
の
人
々

の
賛
同
を
得
て
前
進
し
て
い

ま
す
。
真
実
を
み
ん
な
に
知

ら
せ
れ
ば
、
運
動
の
輪
が
ど 

ん
ど
ん
広
が
り
ま
す
。
内
陸

市
町
村
議
会
や
県
議
会
に
も
、

そ
し
て
国
政
に
も
、
あ
ら
ゆ

る
手
だ
て
を
使
っ
て
働
き
か

け
、
三
陸
の
海
を
守
り
ま
し

ょ
う
。 

 

三
陸
の
十
市
町
村
か
ら 

国
へ
意
見
書
提
出 

  

菅
野
和
夫
事
務
局
長
か
ら

次
の
よ
う
な
経
過
報
告
が
な

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

八
月
以
来
沿
岸
十
四
市
町

村
を
回
り
要
請
し
、
現
在
内

陸
の
遠
野
市
も
含
め
十
市
町

村
で
国
へ
の
意
見
書
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
三
市
町
村
で
継

続
審
議
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
内
陸
の
市
町
村
に
も
働
き

か
け
を
強
め
て
行
き
ま
す
。 

 

六
ヶ
所
村
を
取
材
し
た
映

画
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ー

上
映
会
」
と
「
鎌
仲
ひ
と
み

監
督
と
語
る
会
」
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
四
十
人
ず
つ
の
参

加
者
を
得
て
認
識
が
深
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
形

態
の
学
習
活
動
が
な
さ
れ
真

相
を
伝
え
る
情
報
が
人
々
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
陸
の

海
の
監
視
活
動
と
し
て
、
ワ

カ
メ
の
検
体
を
京
都
大
学
原

子
炉
実
験
所
小
出
裕
章
先
生

に
、
海
水
は
原
子
力
資
料
室

に
本
年
も
依
託
し
ま
し
た
。 

 

未
だ
間
に
合
う 

清
浄
な
三
陸
の
海
を
守
れ 

 

方
針
で
は
「
放
射
能
を
海

に
流
さ
な
い
法
律
」
の
制
定
、

「
放
射
能
除
去
装
置
」
要
求
、 

「
海
産
物
の
放
射
能
分
析
」

の
徹
底
な
ど
を
め
ざ
し
、
学

習
と
要
求
行
動
を
行
う
と
し

ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
三
陸
の

漁
業
者
は
、
今
、
清
浄
な
海

を
守
っ
て
、
毎
日
お
い
し
い

海
産
物
を
生
産
し
て
い
る
。

ま
だ
間
に
合
う
。
全
国
の
多

く
の
消
費
者
に
、
三
陸
の
漁

業
者
と
連
帯
し
て
、『
き
れ
い

な
三
陸
の
海
を
守
ろ
う
』
と

大
き
な
声
で
呼
び
か
け
て
ゆ

く
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
賛
同
を
得
ま
し
た
。 

三陸の海を放射能から守る                           
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豊かな三陸の海を守る会 総会 
                       ５月２７日 宮古市磯鶏公民館 

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」（
田
村
剛
一
会
長
）
の 

総
会
が
五
月
二
七
日
（
日
）
宮
古
市
磯
鶏
公
民
館
に
お
い

て
会
員
な
ど
約
三
十
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

執
行
部
か
ら
「
放
射
能
海
洋
放
出
規
制
法
（
仮
称
）」
制

定
の
た
め
、
沿
岸
市
町
村
議
会
か
ら
国
へ
の
意
見
書
を
出

さ
せ
る
請
願
運
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
の

経
過
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
運
動
を
前
進
さ
せ

る
た
め
の
本
年
度
事
業
計
画
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。「
岩
手
の
会
」
か
ら
永
田
文
夫
世
話
人

ら
二
人
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 



【編集手帳から】 
『原子力百科事典・ＡＴＯＭＩＣＡ』の伝える

再処理施設から環境へのヨウ素と 

トリチウムの放出低減化 
 独立行政法人科学技術振興機構 
データベースコード（０６－０３－０５－０４） 

 抜き書き 

《概要》トリチウムについてはレーザーに
よる水中トリチウムの分離が技術的に可能

なことを実証した 

《本文》「水中のトリチウムを同位体交換反応に
より、光分解のより容易な分子に移し（作業媒体

という）、次にこれをレーザーで照射し、トリチウ

ムを含む分子のみを光分解することにより、トリ

チウムを分離する２段階法を用いた。作業媒体と

して、（中略）光分解可能なクロロホルムを選択し、

レーザーを試作して試験を行った。」 

 「先ず、トリチウム化クロロホルム試料を選択

的に光分解するのに必要なアンモニアレーザーを

開発した。アンモニアレーザーは炭酸ガスレーザ

ーでアンモニア分子を励起した時の発光をレーザ

ーとして取り出す」 

 「次に、トリチウム水との同位体交換反応によ

り作成したトリチウム化クロロホルム試料をアン

モニアレーザーで照射し、トリチウムに対する分

離係数を求めた。（中略）クロロホルムは分解せず、

トリチウム化クロロホルムのみが分解され、その

濃度が減少していくことがわかる。」 

「本試験規模は（中略）非常に小さな物で

あったが、同位体交換からレーザー照射に至

る分離プロセスを一通り検討し、クロロホル

ムを作業媒体としたトリチウムのレーザー

分離が技術的に可能なことを、世界に先がけ

て実証した。」 

（メモ） 『トリチウムは光のエネルギー

を使って分離出来る』 
この実験報告は、海洋汚染を心配する三陸

の住民に取っては貴重な情報である。難しい

科学用語が並ぶが、推論をするに、《アンモ

ニア分子から発生させたレーザー光線をト

リチウムを選択的に取り込んだクロロホル

ムにぶっつけ「光分解」させ、トリチウムを

分離することが出来る》ということであろ

う。海洋へ放出する前のトリチウムを分離出

来るならば、そのトリチウムを酸化した水に

したり､圧縮冷却し、ボンベに入れて管理出

来るということになる。これは、１９８５年

の報告であり、その後の研究や実用の見通し

はもっと進んでいるはずだ。 

トリチウムはベーター線を発し、トリチウ

ム水の状態で摂取されると体内組織にほぼ

均等に分布し、突然変異などその影響として

現れる。海に流してはならない物質である。 
（尚） 

原子力政策を問い直す 

宗教者の会 
５月１４～１５日 盛岡集会  

２
日
間
の
熱
心
な
討
議 

五
月
十
四
、
十
五
の
両
日

「
原
子
力
政
策
を
問
い
直
す

宗
教
者
の
会
」
が
、
約
七
十

人
を
集
め
て
盛
岡
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
一

九
九
三
年
敦
賀
で
、「
も
ん
じ

ゅ
に
真
向
か
い
な
が
ら
」
結

成
さ
れ
た
協
議

会
で
、
「
何
よ
り

も
命
を
大
切
に

す
る
」
こ
と
で
宗

教
者
が
心
を
合

わ
せ
放
射
能
汚

染
の
な
い
日
本

と
世
界
を
求
め
、

毎
年
全
国
集
会

を
重
ね
て
来
ま

し
た
。
今
回
は
、

「
止
め
よ
う
！

再
処
理
工
場
」
の

主
題
で
話
し
合

わ
れ
、
岩
手
か
ら

は
一
般
市
民
十
余
人
も
出
席

し
ま
し
た
。 

今
、
声
を
挙
げ
る
大
切
さ 

一
四
日
夜
に
は
、
東
京
海

洋
大
学
名
誉
教
授
水
口
憲
哉

先
生
の
講
演
が
な
さ
れ
、「
操

業
に
よ
っ
て
日
常
的
に
放
射

能
を
出
す
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
に
つ
い
て
、
真
実
を
知
っ

た
人
々
が
、
全
国
各
地
で
『
海

に
放
射
能
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
』
と
声
を
挙
げ
始
め
、

青
森
・
岩
手
・
宮
城
の
農
業
・

漁
業
生
産
者
は
安
全
で
安
心

な
食
べ
物
を
提
供
し
続
け
た

い
と
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

未
来
の
子
ど
も
達
が
安
全
な

食
べ
物
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
は
、
今
の
う
ち
に
気

が
つ
い
た
人
か
ら
、
声
を
挙

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

参
会
者
か
ら
は
、「
放
射
能

放
出
を
許
す
法
体
系
の
矛

盾
」
や
「
放
射
能
除
去
装
置

の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
は
、「
農
業
や
漁
業
生
産

者
と
全
国
の
消
費
者
と
の
連

帯
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

参
議
院
岩
手
選
出
の
主
濱

了
議
員
（
民
主
党
）
は
五
月

三
十
一
日
農
林
水
産
委
員
会

で
質
問
に
立
ち
、
青
森
県
六

ヶ
所
村
の
核
燃
再
処
理
工
場

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
伴
う

三
陸
沿
岸
海
域
の
環
境
保
全

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

主
濱
議
員
は 

三
陸
の
漁

場
を
守
り
、
人
々
の
不
安
を

取
り
除
く
に
は
、「
放
射
能
汚

染
が
常
に
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

半
永
久
的
な
監
視
、
調
査
態

勢
の
確
立
を
求
め
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
に
対
し
、
若
林
正
敏

環
境
相
兼
農
相
臨
時
代
理
は

「
（
政
府
に
は
）
環
境
汚
染
を 

防
ぎ
、
漁
業
を
守
り
、
国
民

の
不
安
を
解
消
す
る
重
い
責

任
が
あ
る
。
監
視
態
勢
を
確

保
し
、
調
査
を
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

六
月
二
日
（
土
）
午
後
三

時
か
ら
「
海
に
空
に
放
射
能

を
流
さ
な
い
」「
放
射
能
除
去 

る
」
と
理
解
を
し
め
し
ま
し

た
。
こ
の
答
弁
を
裏
付
け
る

た
め
に
は
農
林
水
産
省
、
環

境
省
、
文
部
科
学
省
と
い
っ

た
国
の
機
関
に
よ
る
三
陸
の

海
を
守
る
万
全
の
監
視
態
勢

が
、
具
体
的
に
整
備
さ
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

装
置
を
付
け
よ
」
と
す
る
要

請
署
名
行
動
が
、
盛
岡
市
内

材
木
町
の
『
よ
市
』
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
約
一
時
間
、
六

人
で
の
行
動
で
し
た
が
、
チ

ラ
シ
を
四
百
枚
配
り
、
八
十

筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。 

六
月
三
日
午
後
八
時
十
五

分
ご
ろ
、
青
森
県
六
ヶ
所
村

の
核
燃
料
再
処
理
工
場
で
火

災
を
知
ら
せ
る
警
報
装
置
が

作
動
し
、「
分
析
建
屋
で
煙
が

出
て
い
る
」
と
一
一
九
番
通

報
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
消

防
組
合
か
ら
化
学
消
防
車
一

台
と
広
報
車
な
ど
四
台
が
出

動
し
ま
し
た
。
煙
が
出
て
い

た
の
は
同
建
屋
二
階
第
二
十

一
分
析
室
の
冷
却
水
循
環
装

置
で
、
原
燃
職
員
が
電
源
を

切
る
と
煙
は
収
ま
り
、
消
防

は
九
時
十
分
鎮
火
を
確
認
し

た
と
、
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『放
射
能
汚
染
の
な
い
こ
と
を
常
に
確
認
を
』 

 
 

岩
手
選
出 

主
濱 

了 

参
議
院
議
員
が
質
疑 

再
処
理
工
場 

分
析
室
で
発
煙 

盛岡市内 『よ市』で 

 署名行動 


